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果物を健康志向にいかに役立てるか？

次長兼県北分場長 赤井　昭雄

　健康に強い関心を持つ人が多いことは、マスコミで取り上げた食材がすぐ売り切れたりすることからよく分かる。これを、したり

顔でクレイジーと比喩した り、コレステロール、高脂質、塩分を気にかけつつポテトチップスを手にする一方、果実の一人当たり

消費量は一向に伸びない現実が消費者の気持ちであろう。 たしかに、矛盾を抱えながらも、健康およびダイエットは現代食生

活習性のキーワードである。この傾向は階層を問わず波紋の広がりを見せており、このうねり を果樹の消費に結びつけることが

できないかと思っている。それには、教育・宣伝・品質・食べ易さ・市場性についての努力は言うまでもない。

　教　　育：繊維質およびミネラルなどでガンなどの病気予防や、健康の維持に役立つ青果物の特徴（生野菜が誇張されてい

る）の一例として、カキ、リンゴで 医者いらずのことわざがまだまだ理解されていない。特に、近い将来の消費者である子供達に

対するメッセージが少ない。子供が果実に親しむ習慣を持つことは 将来の反響が大きく期待できる。

　宣　　伝：我々は炭酸飲料やスナック菓子業界の多額の宣伝費用は望みようもないが、地味であるが、消費者に対して関係

者が得られた機会や各果樹品目ごとにそれぞれの効用を草の根運動的に広めることが大切である。

　品　　質：ブランドスナックはどの袋を開けても同じ味だが、生きている果実は均一ではない。品質が均質で向上する技術（収

穫と取り扱い・貯蔵や輸送法など）に取り組まなければならない。味が悪いと再び買ってくれない。

　食べ易さ：簡単に食べ易い果実もあるが、一般には皮むき、スライスが必要で、現代のコンビニに言い表される手間をかけな

い簡便さの追求は今後種なし、カットフルーツのような改善の余地がある。

　市場の拡大：市場の拡大は、現在の味、外観のグレード分類だけでなく、これらの諸要因を揃えることで食料品の中で健康の

意を含んだユニークな位置付けが なされ、果実消費の拡大に結びつく手法と思う。さらに、食べ易さの品種開発、技術革新が

加われば強力な商材となるし、子供への教育の将来性も加味すれば生 食のみならず料理献立へバライティーが広がると考え

る。

　果物の一人当たり消費量が増えることが果樹産業の発展の基本と考え、試験研究の方向としたい。

 

タフベル被覆によるナシ幸水の熟期促進

落葉果樹科長　小池　明

　温暖な気候に立地する徳島県の幸水は需要の多い旧盆前出荷を目標に栽培されている。しかし、開花が遅れたり生育期間

中が低温に推移すると盆前出荷が難し くなる。このため、早期出荷方法として簡易ハウス栽培をはじめとしてジベレリンペース

ト処理、芽袋栽培などが普及している。

　今回紹介するタフベルは野菜のトンネル栽培の保温や遮光などに利用されている資材であり、保温性と通気性を併せ持ち、

簡易な架線による被覆が可能である。これを、ナシ棚の既存の防虫ネット施設を利用して被覆することにより、開花促進ならび

に熟期促進を試みた。

　３月１日に幸水の防虫ネット用施設約６０㎡にタフベルを被覆した。被覆内の気温は３月上旬の晴天日の日中で外気温より

４℃程度上昇した（第１図）。５月 上旬には温度差は２℃程度と少なくなり、遮光による果そう葉の肥大などの影響もみられたた

め、５月７日に被覆を除去した。

その後、ジベレリンペースト処理をタフベル被覆区は５月１７日に、露地区は６月５日に実施した。

タフベル被覆幸水の満開日は４月１０日で、露地の４月２１日に比べて１１日の開花促進となった。この差はその後の果実肥大

にも影響し、タフベル被覆にジベレリン処理を併用することでさらに促進された（第２図）。

適熟期に収穫すると、収穫開始時期はタフベルにジベレリン処理を併用したものが８月５日、露地のジベレリン処理が８月１６日、

露地が８月２１日で、タフベ ル被覆により約１０日の熟期促進となった。なお、早どり出荷が可能な市場向けの場合はさらに５日

程度収穫を早めることが可能と思われる。

　果実品質には熟期の早晩以外にとくに差はみられなかった（第１表）。

　以上のように、３月上旬から５月上旬までのタフベル被覆によって収穫期を１０日程度早めることができ、ジベレリンペースト処

理を併用すると２週間程度の熟期促進効果が得られた。施設も既存の防鳥施設を利用できることから、少ない資金で取り組む

ことができる。

　ただし、強風や積雪による被覆施設の損傷を避けるため、積雪の恐れがなく、風当たりの少ない園地での利用が望ましい。

図１　タフベル簡易被覆内の気温(3月 3日晴天)

図２　タフベル簡易被覆幸水の果実肥大

研修報告「カンキツ実生の早期結実・選抜方法の習得」

栽培科　津村哲宏

　徳島県果樹試験場ではカンキツ育成実生が数千個体あるがまだそのほとんどが結実に至っておらず、選抜が進んでいない。

そこで、カンキツ育種に関する知 識・技術の向上・効率化を図るため、農林水産省果樹試験場口之津支場育種研究室におい

て「カンキツ実生の早期結実・選抜方法」について研修を受けた。

　カンキツは自根実生で育てた場合、結実まで早くても８～10年かかるが、接ぎ木又は温州みかん等を中間台とした高接ぎを

行うことにより３～５年まで短縮 することができる。しかし、単に接ぎ木すればよいというのではなく、方法やその後の管理も重要

である。今回の研修では、早期結実のための接木方法、接木後 の管理方法のほかに植調剤の利用、高接ぎに変わる結実促

進技術についても新たな知見が得られた。

(1)高接ぎ及び管理

　ガラス室で育てた実生は生育の良いものは１年間で丈が 50cm以上で主枝の太さも鉛筆程度になり、高接ぎ可能となる。高

接ぎ方法について１芽腹接ぎと２ 芽腹接ぎとを比べると１芽腹接ぎの方が癒合状態がしっかりしていてその後の伸長も良く、ま

た、ねじれ等の力に強く、風雨や枝の剪定・誘引作業時における接 ぎ穂の破損が少なくなる等の利点がある。高接ぎ後の管

理はとにかく早く大きく伸ばしてやることが結実促進につながるので、ポールを立てて垂直に１本仕立て としてやる。そして２ｍ

以上伸びてから側枝を発生させる。また、当たり前のことであるが、病害虫に犯されると枝の伸長・充実も悪く結実の遅れにつ

ながるの で、ミカンハモグリガ、アブラムシ、アゲハチョウの幼虫及びカイヨウ病の防除は徹底して行う。

(2)植調剤の利用

　ＰＰ－３３３（商品名：バウンティフロアブル）500ppm（2000倍）を９月中旬から２週間おきに４回散布することにより着花促進が

図れるようであ る。ＰＰ－３３３はジベレリン合成を抑制する作用があり、花卉、をはじめ果樹類においても伸長抑制剤としてす

でに登録されている。しかし、植調剤はあくま で補助的なものであり、やはり高接ぎ及びその後の管理を上手に行い、早く大き

くし、しっかりした樹を作ることが結実促進には一番大切である。

(3)新しい結実促進技術

　高接ぎに変わる結実促進方法として１本整枝・棚仕立てによる方法があり、口之津支場においても取り入れる予定である。具

体的には２～３年生の実生台木に 育成実生を接木し、１本だけ２ｍ前後まで伸ばしてやり、枝の上部を水平・棚状に誘引し結

実させる方法である。従来の温州みかん等を中間台とした高接ぎ方と 比べて当方法では台木の育成期間が短くてすみ、また、

樹間１ｍ程度の密植が可能でありかなり集約的である。さらに当方法では実生台木（珠心胚実生）はウイ ルスフリーであり、接

ぎ木伝染するウイルス感染の危険性がかなり少なくなる。

　当場には県単バイテク等により育成された実生が多くあり、十万温州の珠心胚実生の中からの早生系統と思われる個体や、

ポンカンの珠心胚実生からの早生系 統などが選抜されている。また、徳島果試育成２号（晩王柑×ポンカン）を花粉親とした中

から十万温州との交雑実生で特徴のある果実の個体がみられたり、清 見や口之津支場で育成された優良品種を種子親とした

交雑実生もあり優良系統の出現がかなり期待できる。一方、香酸カンキツではスダチの３倍体実生が結実し 始めている。以上

のように結果もだんだんと出てきており、今回の研修で習得した技術を利用し結実促進を図ればより効率的に優良品種の選抜

が行えると思われ る。

　今後は、徳島県で露地経済栽培可能な、できればハッサクに取って代わるようなカンキツの育成を目標に試験研究課題の１

つとして交配による育種を進めていきたい。

 

カメムシの発生パターンについて

病虫科　高田　次郎

　果樹害虫であるチャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシが、昨年秋から全国的に異常発生している。また、これらのカメムシ

は、スギ・ヒノキの種子害虫と しても知られ、本来の餌は植物の種子である。餌の摂取方法は、ウメのような堅い種子の殻をつき

とおすことのできる口針を果実・種子に刺し、吸汁することに より行う。繁殖は、一般にスギ・ヒノキのある山間地で行われ、カン

キツ園などの果樹園内では、繁殖することはほとんどない。

発生パターン

　カメムシの発生は、春から初夏にあらわれる越冬虫と秋に発生する新世代虫の年２回の山がある。本県における、ここ数年で

代表的な発生消長を種別に図 １，２に示す。発生のパターンとしては、①２つの山があるタイプ，②春から初夏にかけてのみ山

のあるタイプ，③秋以降のみ山のあるタイプ，④全く山のない タイプの４つがある。これらは、一般に餌・気象条件等によって変

わるとされるが、詳しいことはわかっていない。

　1992年は、多発の年で、果実の落果といった被害も多く、病害虫発生の注意報も出された。発生のパターンは、春から初夏

にかけて多く、秋以降終息して いる(パターン②)。1993年は、発生の少なかった年でほとんど発生の山はなかった(パターン

④)。1995年は、多発した 1992年よりも格段に多く 発生し、とくに秋以降に集中した(パターン③)。
　1996年は、現時点(9/13現在)では 1992年(パターン②)に似ており、春から初夏にかけて非常に多かったが、新世代の誘殺

数は減少傾向にあ る。しかし、カメムシの行動については不明な点も多く、えさとなる他の植物の状態にも左右される。また、

すでに飛来数の多いカンキツほ場も見受けられるの で注意が必要である。

防　　除

カメムシ類に有効な登録農薬は、有機リン剤や合成ピレスロイド剤が主であるが、残効期間の長さから合成ピレスロイド剤の方

がより一般的である（表１参照）。

　通常の場合は、他の害虫との同時防除で効果がみられるので、カメムシに対してのみ散布するのは、多発した場合でよい。

散布時に心がけることしては、カメ ムシが園内で発生する害虫ではなく、園外から飛び込む害虫であるため、「園の垣根や周

辺の雑木類にも散布する。」「近隣の園と同時期に防除を行うとさらに 効果があがる。」等がある。

図１　チャバネアオカメムシの発生消長

図２　ツヤアオカメムシの発生消長

*図１，２で数値軸のオーダーが違うことに注意。 
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